
一
、
「
和
習
」
と
は
何
か
 
 

本
稿
は
、
日
本
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
日
本
古
代
の
文
人
た
ち
が
漢
 
 

語
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
自
己
の
表
現
と
し
て
熟
成
さ
せ
た
か
を
考
察
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

日
本
漢
文
学
を
問
題
に
す
る
に
さ
い
し
て
、
主
に
江
戸
時
代
の
儒
者
、
 
 

文
人
に
よ
る
「
和
習
」
「
和
臭
」
 
の
議
論
が
存
す
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
 
 

和
習
は
中
華
の
言
語
に
習
熟
し
て
い
な
い
者
が
、
日
本
人
の
語
感
に
よ
っ
 
 

て
案
出
し
て
し
ま
っ
た
和
製
漢
語
で
あ
り
、
正
格
の
漢
文
か
ら
み
る
と
誤
 
 

用
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
急
先
鋒
と
し
て
江
戸
の
儒
者
、
荻
生
阻
練
（
一
六
六
六
～
 
 

一
七
二
八
年
）
は
先
儒
の
著
作
に
見
え
る
和
習
表
現
を
吉
言
旬
旬
に
指
摘
、
 
 

批
判
し
た
。
そ
の
著
に
「
文
戒
」
 
（
一
七
一
四
年
）
 
が
あ
り
、
日
本
の
儒
 
 

者
が
陥
る
撃
苫
の
誤
用
例
を
「
戒
和
字
」
「
戒
一
和
旬
」
「
戒
和
習
」
 
 

の
三
項
に
分
難
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

「
和
習
」
 
の
淵
源
 
 

－
 
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
の
漢
詩
を
中
心
と
し
て
 
 

第
一
戒
二
和
字
－
 
 

和
字
者
、
謂
下
以
二
和
訓
一
誤
∴
字
義
一
着
上
也
。
如
二
い
・
ろ
・
は
1
為
二
 
 
 

中
華
文
所
レ
不
レ
須
。
籾
・
辿
・
偶
・
杯
、
為
∴
稽
読
レ
番
者
所
一
レ
不
レ
 
 
 

惑
。
而
魚
名
之
鯛
・
鰹
・
鰯
、
人
姓
之
辻
・
塙
、
又
為
F
務
山
実
録
 

者
所
l
二
レ
不
二
必
避
…
。
則
今
之
所
レ
戒
在
レ
此
不
レ
在
レ
彼
也
。
著
二
平
 
 

等
・
一
面
・
工
夫
・
自
然
↓
者
、
離
レ
非
二
和
訓
∴
 
久
為
二
和
語
㌔
而
 
 
 

講
師
・
経
生
、
別
有
ツ
家
言
一
者
、
均
之
皆
誰
…
用
中
華
語
…
実
非
一
一
其
 
 

義
㌔
 
最
堪
レ
惑
レ
人
。
 
 

第
二
戒
雨
和
旬
 

和
旬
者
、
謂
ド
語
理
錯
縦
、
失
二
位
置
上
下
之
則
者
L
也
。
亦
縁
二
此
 
 

方
鮨
倒
廻
環
之
読
山
而
誤
。
 
 

第
三
戒
一
和
習
一
 
 

和
習
老
、
謂
卜
既
無
二
和
字
一
、
又
非
一
▲
和
訓
∴
 
而
其
語
気
・
声
勢
、
 
 
 

不
レ
純
■
乎
中
華
一
者
ヒ
也
。
此
亦
受
・
∴
病
於
其
従
レ
幼
習
二
熟
和
訓
斯
倒
 
 

之
読
∴
 
而
精
微
之
間
、
不
＝
↓
自
覚
二
其
非
一
己
。
 
 

第
一
の
「
和
字
」
は
、
た
と
え
ば
「
観
・
見
・
視
」
な
ど
の
よ
う
な
同
 
 

訓
異
義
字
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
人
は
こ
れ
ら
の
文
字
を
「
み
る
」
と
い
 
 

谷
 
口
 
孝
 
介
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う
同
訓
に
よ
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う
た
め
、
誤
用
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
 
 

う
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
「
和
旬
」
は
、
語
順
を
中
心
と
し
た
文
法
的
規
 
 

範
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
も
日
本
の
滞
文
学
習
者
の
「
返
り
点
」
に
よ
る
 
 

返
読
の
習
慣
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
。
こ
の
一
、
二
の
ケ
ー
ス
は
 
 

比
較
的
明
確
な
例
で
、
言
語
習
得
上
に
起
こ
る
誤
用
と
考
え
て
お
い
て
よ
 
 
 

ヽ
T
 
O
 
 
 

．
■
一
し
t
 
 
 

第
三
が
「
和
習
」
で
、
表
面
的
な
単
語
、
文
法
の
誤
用
で
は
な
い
、
言
 
 

語
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
 
（
「
精
微
之
間
」
）
 
の
問
題
で
あ
る
。
束
洋
学
者
、
 
 

神
田
喜
一
郎
氏
は
、
「
こ
の
第
三
の
和
習
は
、
第
一
の
和
字
、
第
二
の
和
 
 

訓
に
較
べ
て
、
も
っ
と
も
む
つ
か
し
い
も
の
で
、
古
来
の
大
家
で
も
、
日
 
 

本
人
と
し
て
こ
の
和
習
を
完
全
に
克
服
し
た
者
は
、
お
そ
ら
く
絶
無
で
あ
 
 

る
と
い
っ
て
も
差
支
え
あ
る
ま
い
か
と
思
う
。
狙
彿
そ
の
人
の
詩
文
に
さ
 
 

え
和
習
が
あ
る
と
い
っ
て
、
後
世
山
本
北
山
な
ど
か
ら
攻
撃
を
う
け
て
い
 
 

る
位
で
あ
る
」
 
（
「
和
習
談
義
」
 
『
神
田
喜
一
郎
全
集
 
九
』
同
朋
舎
出
版
、
 
 

一
九
八
四
年
、
二
二
頁
）
 
と
い
う
。
文
学
表
現
の
問
題
と
し
て
考
え
た
 
 

い
の
は
こ
の
第
三
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
租
疎
は
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
 
 

に
関
わ
る
表
現
上
の
問
題
に
お
い
て
も
、
そ
の
用
法
の
使
用
を
否
定
す
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
は
た
し
て
文
学
表
現
の
含
意
性
に
関
わ
る
こ
の
種
の
用
法
を
、
 
 

中
華
的
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
の
み
で
一
概
に
否
定
し
さ
る
こ
と
は
、
文
 
 

学
の
問
題
と
し
て
み
た
ば
あ
い
建
設
的
な
議
論
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

小
島
憲
之
氏
は
、
「
日
本
人
が
如
何
に
本
場
の
中
国
物
に
追
い
付
こ
う
 
 

と
し
て
も
、
や
は
り
不
可
能
に
近
い
こ
と
は
山
般
の
な
ら
い
、
こ
の
日
本
 
 

人
の
和
風
的
表
現
が
詩
文
の
随
処
に
み
ら
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
 
 

ろ
う
。
こ
の
和
風
的
習
気
を
称
し
て
、
近
世
の
学
者
文
人
は
夙
に
 
「
和
 
 

習
」
と
も
「
倭
習
」
と
も
い
う
。
こ
れ
が
ま
ず
日
本
文
学
に
み
ら
れ
る
滞
 
 

語
的
表
現
の
大
き
な
特
色
を
な
す
。
「
和
習
」
と
は
日
本
人
の
書
く
詩
文
 
 

に
日
本
的
な
表
現
、
日
本
的
な
臭
味
を
も
つ
意
で
あ
る
。
「
習
」
は
「
風
習
」
 
 

と
い
う
よ
り
も
「
習
気
」
 
の
意
で
あ
る
が
、
「
習
気
」
は
、
二
苗
に
し
て
 
 

言
い
き
れ
な
い
雰
囲
気
を
も
つ
語
で
あ
る
」
 
（
『
日
本
文
学
に
お
け
る
漢
語
 
 

表
現
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
三
七
～
三
八
頁
）
 
と
、
和
習
を
日
本
 
 

文
学
の
一
特
色
と
捉
え
る
。
本
稿
は
こ
の
小
島
氏
の
見
解
に
沿
い
つ
つ
、
 
 

日
本
の
漢
語
の
来
歴
に
お
い
て
必
ず
し
も
中
国
に
お
け
る
語
義
の
ド
ミ
ナ
 
 

ン
ト
を
受
容
し
て
い
る
と
限
ら
ず
、
日
本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
て
語
義
の
 
 

あ
る
側
面
を
焦
点
化
し
て
受
容
す
る
こ
と
が
あ
る
点
に
注
目
し
て
、
日
本
 
 

漢
文
学
に
お
け
る
「
和
習
」
 
の
価
値
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

今
回
考
察
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
た
の
は
、
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
 
 
 

（
八
九
三
年
序
）
 
の
漢
詩
で
あ
る
。
日
本
古
代
最
大
の
漢
学
者
、
菅
原
道
 
 

莫
 
（
八
四
五
～
九
〇
三
年
）
 
が
、
す
で
に
あ
っ
た
 
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
 
 

合
」
 
の
和
歌
を
漢
詩
的
世
界
に
移
し
換
え
翻
案
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
 
 

い
る
作
品
で
あ
る
。
と
く
に
今
回
こ
の
漢
詩
を
取
り
あ
げ
た
の
は
、
一
般
 
 

の
渾
詩
に
比
し
て
、
和
歌
の
翻
案
と
い
う
性
格
上
、
お
の
ず
と
日
本
的
趣
 
 

向
が
見
え
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
 
『
新
撰
万
 
 

葉
集
』
 
の
引
用
と
和
歌
の
訓
読
は
、
稿
者
も
そ
の
一
員
で
あ
る
新
撰
万
葉
 
 

集
研
究
会
編
の
 
『
新
撰
万
葉
集
注
釈
 
巻
上
 
（
こ
 
（
二
）
』
 
（
和
泉
書
院
、
 
 

二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
六
年
）
 
に
拠
る
。
 
 

二
、
「
和
学
」
 
の
な
か
の
 
「
和
習
」
 
 

日
本
漢
文
学
の
な
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
用
字
で
和
習
で
あ
る
と
指
摘
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さ
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
「
和
字
」
 
 

の
な
か
の
 
「
和
習
」
 
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
い
。
 
 

a
 
浅
緑
野
辺
之
霞
老
衰
鞘
己
保
礼
手
句
布
花
桜
飽
 
 

浅
緑
野
辺
の
か
す
み
は
つ
つ
め
ど
も
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
花
桜
か
な
 
 
 

b
 
l
緑
色
浅
深
野
外
盈
 
 

2
要
霞
片
片
錦
椎
成
 
 

3
残
嵐
軽
簸
千
句
散
 
 

4
自
レ
此
桜
花
傷
二
者
情
一
 
 

石
は
 
『
新
撰
万
葉
集
』
春
三
番
の
和
歌
と
漢
詩
と
で
あ
る
。
ま
ず
和
歌
が
 
 

万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
そ
の
和
歌
世
界
を
ほ
ぼ
一
旬
ず
つ
対
応
さ
せ
て
 
 

七
言
絶
句
一
首
に
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
は
押
韻
や
平
灰
も
 
 

整
っ
て
お
り
漢
詩
と
し
て
の
形
式
的
な
問
題
は
な
い
。
い
ま
問
題
に
し
た
 
 

い
の
は
、
a
「
か
す
み
」
に
対
応
す
る
b
2
「
霞
」
、
a
「
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
」
 
 

に
対
応
す
る
b
3
「
残
嵐
軽
簸
千
句
散
」
で
あ
る
。
こ
の
 
「
霞
」
「
残
嵐
」
 
 

「
句
」
の
用
法
が
和
習
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
三
項
に
わ
 
 

た
っ
て
、
和
習
の
淵
源
に
見
え
る
文
学
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 

（
こ
 
「
霞
」
に
つ
い
て
 
 
 

漢
語
「
霞
軋
a
」
と
日
本
語
「
か
す
み
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
 
 

で
に
小
島
憲
之
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
小
島
氏
は
ま
ず
三
浦
梅
園
 
 

（
一
七
二
三
～
一
七
八
九
年
）
の
詩
語
『
詩
轍
』
（
一
七
四
八
年
）
の
「
爛
」
 
 

の
項
を
引
用
す
る
。
 
 

梱
ノ
字
、
火
ノ
気
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
其
他
ノ
爛
卜
云
ハ
、
霜
ノ
字
 
 

ヲ
用
エ
ペ
キ
処
二
用
ヒ
テ
、
爛
波
爛
花
等
ノ
如
キ
、
皆
高
塩
冥
濠
ノ
 
 

状
也
。
霞
ノ
字
ハ
、
ホ
デ
リ
、
一
名
ヤ
ケ
、
朝
ヤ
ケ
タ
ヤ
ケ
ノ
ヤ
ケ
 
 

也
。
 
 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
「
霞
」
が
朝
焼
け
・
夕
焼
け
の
意
を
示
す
こ
と
に
な
 
 

り
、
日
本
語
の
あ
た
り
に
た
ち
こ
め
る
「
か
す
み
」
 
（
霞
）
 
と
は
内
容
が
 
 

適
う
こ
と
に
な
る
」
 
（
『
漢
語
避
遥
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
七
五
 
 

～
一
七
六
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
日
本
漢
文
学
に
見
え
る
「
霞
」
 
 

の
用
法
は
中
国
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 
 
 

『
新
撰
万
葉
集
』
で
は
a
「
か
す
み
」
を
b
2
「
雲
霞
」
と
し
て
い
る
。
 
 

こ
こ
も
や
は
り
中
国
的
な
「
霞
」
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
 
 

先
の
狙
彿
に
な
ら
っ
て
い
え
ば
「
不
純
」
な
表
現
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
 
 

こ
の
漢
詩
に
お
い
て
「
霞
」
を
天
空
に
広
が
る
点
に
留
意
し
て
表
現
し
て
 
 

い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
か
。
 
 
 

元
来
中
国
に
お
け
る
「
霞
」
は
、
音
孫
興
公
「
遊
二
天
台
山
一
賦
」
 
（
『
文
 
 

選
』
巻
十
こ
に
「
赤
城
霞
起
以
建
し
梗
」
と
あ
り
、
そ
の
李
尊
注
に
「
孔
 
 

霊
符
会
稽
記
日
、
赤
城
山
名
、
色
皆
赤
、
状
似
二
雲
霞
こ
と
見
え
る
よ
う
 
 

に
、
あ
る
箇
所
に
起
こ
る
色
彩
の
美
し
さ
い
う
も
の
で
あ
り
、
天
空
を
覆
 
 

う
よ
う
な
広
が
り
を
い
う
用
法
は
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
中
庸
楊
巨
源
「
元
 
 

日
口
革
一
李
達
吉
舎
人
」
に
「
一
片
彩
霞
迎
こ
曙
日
T
、
万
条
蓉
春
天
」
、
 
 

同
じ
く
中
庸
令
狐
楚
「
九
日
苫
レ
懐
」
に
「
晩
色
霞
千
片
、
秋
声
雁
一
行
」
 
 

と
あ
る
よ
う
に
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
広
が
り
を
表
現
す
る
量
詞
 
 

「
片
」
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
例
が
見
え
始
め
、
「
霞
」
の
広
が
り
の
あ
 
 

る
属
性
に
注
意
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
〕
布
、
ヒ
リ
る
。
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日
本
漢
詩
に
お
け
る
漢
語
の
 
「
霞
」
 
の
受
容
と
変
容
、
ひ
い
て
は
和
歌
 
 

に
お
け
る
「
か
す
み
」
の
表
現
史
を
て
い
ね
い
に
論
じ
た
近
時
の
業
績
と
 
 

し
て
、
田
中
幹
子
氏
「
「
霞
」
 
に
つ
い
て
」
 
（
『
和
漢
・
漢
撰
朗
詠
集
の
素
 
 

材
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
 
が
あ
る
。
氏
は
当
該
詩
の
「
霞
」
 
 

を
め
ぐ
っ
て
、
「
和
語
「
か
す
み
」
と
・
は
適
う
漢
語
「
霞
」
 
の
意
味
を
正
 
 

し
く
使
い
な
が
ら
、
日
本
的
美
意
識
に
基
づ
い
た
春
を
詠
ん
だ
」
 
（
同
書
、
 
 

二
二
頁
）
 
と
結
論
す
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
な
お
そ
の
使
用
法
に
は
漢
語
 
 

「
霞
」
の
如
上
の
用
法
が
淵
源
に
あ
る
こ
と
も
認
め
て
お
か
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
。
 
 
 

古
代
日
本
の
文
人
は
日
本
の
「
か
す
み
」
と
の
類
同
性
に
よ
り
、
「
霞
」
 
 

の
こ
の
広
が
り
を
持
つ
と
い
う
一
側
面
に
注
目
し
、
そ
の
美
意
識
を
焦
点
 
 

化
し
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
漢
語
「
霞
」
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

（
二
）
 
「
残
嵐
」
 
に
つ
い
て
 
 
 

b
3
「
残
嵐
軽
簸
」
は
、
「
や
わ
ら
か
い
春
風
が
 
（
花
び
ら
を
）
 
軽
く
 
 

吹
き
上
げ
る
」
意
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
 
「
残
嵐
」
は
他
に
用
例
を
見
な
 
 

い
語
で
あ
る
。
「
嵐
」
 
は
ふ
つ
う
に
は
山
気
の
意
で
、
山
風
の
意
で
用
い
 
 

る
の
は
和
習
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
国
に
お
い
て
も
す
で
 
 

に
宋
謝
霊
運
「
暁
出
二
西
射
堂
」
 
（
『
文
選
』
巻
二
十
二
）
 
に
「
暁
霜
楓
 
 

葉
丹
、
夕
囁
風
気
陰
」
と
あ
り
、
そ
の
李
尊
注
に
「
夏
侯
湛
山
路
吟
日
、
 
 

道
遽
迩
号
嵐
気
滴
。
埠
蒼
日
、
嵐
、
山
風
也
。
嵐
、
禄
合
切
。
」
 
と
、
一
 
 

説
と
し
て
貌
張
揖
『
埠
蒼
』
を
引
き
、
「
山
風
」
 
の
意
の
存
す
る
こ
と
を
 
 

言
う
。
斉
謝
跳
「
楚
江
賦
」
 
（
『
初
学
記
』
巻
六
）
 
に
「
愛
自
レ
山
南
、
薄
 
 

暮
江
滞
。
潤
滑
積
水
、
農
兵
霜
嵐
」
と
あ
る
の
も
、
楚
辞
「
九
歌
四
首
・
 
 

湘
夫
人
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
三
）
の
「
頬
梯
号
秋
風
、
〔
（
王
逸
注
）
鰯
娩
、
 
 

秋
風
揺
レ
木
貌
。
〕
洞
庭
波
号
木
葉
下
。
〔
言
秋
風
疾
則
草
木
揺
、
湘
水
披
 
 

而
樹
菓
落
央
。
〕
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
と
、
「
嵐
」
 
は
そ
よ
そ
よ
と
 
 

吹
く
風
の
意
と
な
る
。
『
新
撰
万
葉
集
』
 
の
ば
あ
い
も
、
「
吹
く
か
ら
に
秋
 
 

の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を
嵐
と
い
ふ
ら
む
」
 
（
古
今
集
・
秋
下
、
 
 

文
屋
康
秀
轡
覇
撰
万
葉
集
』
巻
下
一
八
七
番
の
歌
と
し
て
も
小
異
は
 
 

あ
る
が
載
る
）
 
と
い
う
字
解
的
連
想
に
引
か
れ
て
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
 
 

用
法
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

い
っ
ぽ
う
「
残
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
小
島
氏
の
周
到
な
論
が
備
わ
る
。
 
 

小
島
氏
は
近
世
文
人
の
説
を
ま
と
め
て
「
「
残
」
は
、
「
余
っ
て
残
る
」
よ
 
 

り
も
、
む
し
ろ
損
な
わ
れ
て
残
る
、
残
敗
、
残
欠
、
残
衰
な
ど
の
状
態
が
 
 

本
義
に
近
い
と
い
え
よ
う
」
 
（
前
掲
『
漢
語
迫
遥
』
一
四
五
頁
）
と
い
う
。
 
 

盛
唐
孟
浩
然
「
歳
除
夜
有
し
懐
」
の
「
乱
山
残
雪
夜
、
孤
燭
異
郷
人
」
、
晩
 
 

唐
李
商
隠
「
過
二
伊
僕
射
旧
宅
」
 
の
 
「
幽
涙
欲
レ
乾
残
菊
蕗
、
余
香
猶
人
 
 

敗
荷
風
」
な
ど
に
、
唐
詩
に
お
け
る
「
残
」
 
の
用
法
の
典
型
的
な
例
を
見
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

し
か
し
 
『
新
撰
万
葉
集
』
 
に
お
い
て
は
「
冬
日
挙
レ
膵
望
二
嶺
辺
「
 
青
 
 

松
残
雪
似
レ
花
鮮
」
 
（
冬
八
七
番
の
詩
）
 
と
「
残
雪
」
が
美
的
景
物
と
し
て
 
 

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
す
で
に
中
国
に
お
い
て
「
残
」
 
 

に
美
的
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
使
用
し
た
例
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
認
め
 
 

う
る
。
中
庸
張
継
「
祷
主
簿
宅
会
二
軍
庶
子
銭
員
外
使
君
こ
 
の
「
斜
陽
 
 

疏
・
一
竹
上
一
、
残
雪
乱
二
天
中
」
 
な
ど
は
、
対
句
の
 
「
斜
」
字
と
と
も
に
、
 
 

襲
え
ゆ
く
か
す
か
な
も
の
へ
の
美
的
観
照
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
す
 
 

で
に
高
兵
兵
氏
が
「
残
菊
」
に
つ
い
て
論
じ
た
美
意
識
と
同
様
（
「
菅
原
 
 

道
真
詩
文
に
お
け
る
「
残
菊
」
を
め
ぐ
っ
て
一
日
中
比
較
の
視
角
か
ら
I
」
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「
日
本
研
究
 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
3
2
集
、
二
〇
〇
六
 
 

年
）
、
日
本
人
は
「
残
」
 
の
持
つ
こ
の
側
面
に
注
目
し
、
過
ぎ
さ
ろ
う
と
 
 

す
る
事
物
景
物
の
余
韻
を
含
意
し
て
日
本
独
自
の
詩
語
と
し
て
定
着
さ
 
 

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
三
）
 
「
匂
」
に
つ
い
て
 
 
 

同
じ
く
a
「
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
」
を
翻
案
し
た
b
3
「
千
句
散
」
も
和
 
 

習
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
和
語
「
に
ほ
ふ
」
と
国
字
「
匂
」
と
に
つ
い
て
 
 

は
い
く
つ
か
の
専
論
が
備
わ
る
。
こ
と
に
三
木
雅
博
氏
「
「
匂
」
字
と
「
に
 
 

ほ
ふ
」
－
菅
原
道
真
と
和
語
の
漢
字
表
記
－
」
 
（
『
平
安
詩
歌
の
展
開
と
中
 
 

国
文
学
』
 
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）
 
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
 
 

え
、
唐
詩
の
用
例
を
精
査
し
日
本
漢
詩
と
の
異
同
を
て
い
ね
い
に
論
じ
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
氏
は
国
字
「
匂
」
は
和
語
「
に
ほ
ふ
」
を
表
 
 

記
す
る
た
め
に
菅
家
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
と
す
 
 

る
 
（
同
書
、
一
二
〇
頁
）
。
し
か
し
わ
た
し
は
こ
の
和
習
表
現
と
言
わ
れ
 
 

る
も
の
の
淵
源
に
も
漢
語
と
の
重
な
り
が
存
し
て
お
り
、
そ
の
異
同
の
瀬
 
 

踏
み
が
日
本
漢
詩
の
価
値
で
あ
る
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
は
漢
語
の
文
学
的
受
容
の
問
題
と
し
て
日
本
漢
詩
に
お
け
る
 
 

「
句
」
を
考
え
る
。
 
 
 

日
本
語
「
に
ほ
ふ
」
は
次
に
挙
げ
る
 
『
万
葉
集
』
 
に
見
る
よ
う
に
、
美
 
 

し
く
照
り
輝
く
意
を
持
つ
。
左
に
三
種
の
表
記
例
を
挙
げ
て
お
く
。
 
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

妻
隠
 
矢
野
神
山
 
露
霜
ホ
 
ホ
宝
比
始
 
散
巻
惜
 
 

つ
ま
ご
も
る
 
や
の
の
か
む
や
ま
 
つ
ゆ
し
も
に
 
 

に
ほ
ひ
そ
め
た
り
 
ち
ら
ま
く
を
し
も
 
 

ヽ  ヽ  

ヽ  

ヽ  （
詠
二
黄
葉
一
、
巻
十
・
N
－
遥
）
 
 

朝
露
ホ
 
染
始
 
秋
山
ホ
 
錘
礼
莫
零
 
在
渡
金
 
 

あ
さ
つ
ゆ
に
 
に
ほ
ひ
そ
め
た
る
 
あ
き
や
ま
に
 
 

し
ぐ
れ
な
ふ
り
そ
 
あ
り
わ
た
る
が
ね
 
 

ヽ  （
巻
十
・
N
－
遥
）
 
 

青
丹
吉
 
寧
楽
乃
京
師
者
 
咲
花
乃
 
薫
如
 
今
盛
有
 
 

あ
を
に
よ
し
 
な
ら
の
み
や
こ
は
 
さ
く
は
な
の
 
 

に
ほ
へ
る
が
ご
と
 
い
ま
さ
か
り
な
り
 
 

（
大
事
少
弐
小
野
老
朝
臣
歌
一
首
、
巻
三
・
響
 
 

い
っ
ぼ
う
、
漢
語
「
句
」
は
元
来
き
ち
ん
と
均
一
に
整
え
る
意
で
、
唐
 
 

詩
な
ど
で
は
女
性
が
化
粧
を
す
る
様
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
ば
あ
い
 
 

は
和
訓
で
は
「
ト
ト
ノ
フ
」
と
よ
む
。
た
だ
晩
唐
呉
融
「
和
二
張
舎
人
」
 
 
 

の
「
杏
花
向
レ
日
紅
句
レ
腺
、
賓
帯
環
レ
山
白
繋
レ
腰
」
や
同
じ
く
杜
苛
鶴
「
間
 
 
 

中
秋
思
」
の
「
雨
句
索
菊
J
叢
黄
色
、
風
弄
二
紅
蕉
一
葉
葉
声
」
（
『
千
載
佳
句
』
 
 

上
・
暮
秋
2
1
1
）
な
ど
は
整
え
る
意
だ
が
、
共
通
し
て
色
彩
表
現
と
共
起
し
 
 

て
お
り
、
美
し
く
彩
る
意
を
含
意
す
る
も
の
と
思
え
る
。
中
唐
孟
郊
「
与
 
 
 

王
二
十
一
員
外
涯
〝
遊
昭
成
寺
」
 
の
「
赦
廊
芙
蓉
穿
、
碧
殿
瑠
璃
句
」
 
 

な
ど
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
美
し
く
輝
く
意
に
延
伸
す
る
。
日
本
人
は
こ
 
 

の
延
伸
義
に
「
に
ほ
ふ
」
と
の
類
同
性
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
漢
語
使
周
の
合
憲
性
を
踏
ま
え
て
「
千
句
散
」
を
訓
読
す
 
 

る
な
ら
ば
、
「
ち
ぢ
に
と
と
の
ひ
ち
る
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
三
項
に
わ
た
っ
て
、
『
新
撰
万
葉
集
』
春
三
番
の
漢
詩
に
用
い
ら
 
 

れ
て
い
る
、
「
霞
」
「
残
嵐
」
「
句
」
な
ど
の
和
習
と
考
え
ら
れ
て
い
た
詩
 
 

語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
い
ず
れ
も
す
で
に
中
国
に
お
い
て
も
そ
の
 
 

使
用
法
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
日
本
 
 

人
は
自
己
の
美
意
識
に
照
ら
し
て
、
そ
の
好
み
に
合
う
漢
語
の
含
意
性
の
 
 

一
側
面
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
日
本
漢
文
学
の
表
現
と
し
て
定
着
さ
 
 

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
和
習
な
る
も
の
の
淵
源
を
探
る
こ
と
で
、
日
本
 
 

漢
文
学
の
表
現
上
の
価
値
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

【
付
記
】
 
 
 

本
稿
の
論
述
に
は
第
一
節
に
記
し
た
新
撰
万
葉
集
研
究
会
に
お
け
る
討
 
 

議
の
過
程
が
大
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
記
し
て
会
員
諸
氏
に
謝
意
を
表
 
 

す
る
。
た
だ
し
論
述
の
責
任
は
稿
省
一
人
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
 
 
 

ヽ
一
 
〇
 
 

l
V
 
 

（
た
に
ぐ
ち
 
こ
う
す
け
 
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
）
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